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会議名 平成 28 年度 第 3回 小金井市学童保育所運営協議会 

事務局 

(担当課) 

児童青少年課 

開催日時 平成 28 年 6 月 28 日（火）19 時 15 分～20 時 50 分 

開催場所 第二会議室 

出 

席 

者 

委員 伏見委員長 竹ノ内副委員長 大澤委員 鈴木委員 仙澤委員 中山委員 

中村委員 外山委員 関委員 岩野委員 百瀬委員 吉村委員 

事務局 越学童保育係長 

会議次第 １ 開会 

２ 議題 

(1) 学童保育の保育内容について 

(2) その他 

３ 閉会 

配布資料 ・小金井市学童保育所業務委託評価報告書（目次のみ）（市） 

・平成 28 年度小金井市学童保育所運営検討委員会会議録（第 1～4回）（市） 

・学童保育所関連経費等の推移（市） 

・平成 28 年度学童保育所入所児童数及び職員体制（市） 

・学童保育指導員の標準的なシフト（市） 

・2016 年度予算編成にあたっての要望書について（市） 

・平成 28 年度さわらび学童第 1回アンケート集計結果（学） 

会議結果 １ さわらび学童父母会アンケートについて 

（学）さわらび学童父母会において、平成２８年６月８日から２０日にかけて

民間委託等についてのアンケートを実施した。全８３世帯中７２世帯から回答

があった（回答率８６．７％）。その中で、「平成２９年から改めて民間委託さ

れることを納得しているか」に対して、「いいえ」が６０世帯あった。「いいえ」

と回答した世帯に「直営で少なくとも何年継続してほしいか」に対して、少な

くとも２、３年が４割であった。総評として、必ずしも民間委託を否定すると

いうものではないが、毎年運営主体が変わることは学童保育所の運営に支障を

きたすのではないかとあるので、今後このアンケートを参考に要望書を提出す

る予定である。 

 

２ 小金井市学童保育所業務委託評価報告書について 

（学）検証の進捗状況はどうか。 

（市）現時点で報告できる物はないが、７月の運営協議会までにはお示しした

い。 

（学）さわらびの件も含め、再発防止が重要である。これを踏まえて今後の民

間委託についての方向性はどうなるか。 

（市）この度の学童保育業務の総合的な見直しについては、労使で検証するこ



ととしている。現在、運営検討委員会において検証しているところである。結

果がまとまり次第、運営協議会にも示す予定であるので、委員の皆様からご意

見をいただきたい。併せて、運営基準、選考方法、仕様書に関してご意見をい

ただきたい。ご意見を参考に、市の方向性を決めていきたい。 

（学）運営基準、仕様書、選考基準について、日程的にも厳しいができる限り

来月までに提出できるようにしたい。補正予算の時期は。 

（市）前回は９月議会で上程、同時に説明会を行った。その後、事業者選考、

引継ぎを経て４月より業務委託を開始した。 

今年度の今後のスケジュールは、厚生文教委員会が７月２９日に開催予定、

第３回定例会が８月２６日から１０月４日まで開催予定。９月議会に補正予算

を出すとなるとこの会期中である。 

（学）さわらび、ほんちょう、みなみの委託スケジュールは。先月の運協でも

話題としたが、みなみ学童父母会アンケートにもあるように、父母への丁寧な

説明をお願いしたい。 

（市）重要であると認識している。 

 

３ ほんちょう学童の今後について 

（学）ほんちょう学童の今後について進展はあるか。 

（市）前回同様、現時点でお示しできるものはない。場所については、様々な

ところをあたっている。市長も気にしている。 

（学）今後も子どもの数が増えることも予想される。ほんちょう学童は学校か

ら離れているので、できれば小学校内又は隣接した場所をお願いしたい。今後、

父母会でアンケートを実施する予定。ほんちょう学童は委託の前に場所だと思

っている。 

 

４ 委託学童の状況について 

（市）あかね…６月２１日に三者懇談会を開催した。雨天の際のスペースも工

夫しながら対応できている。また、委託料が据え置きで厳しいという話も出た。

また、委託２年目で工夫したこととして、あかね１、２、３で職員を担任制と

した。 

みどり…父母会から三者懇談会の要望はなく、1学期は開催していない。 

（市）まえはら…６月１７日に三者懇談会を開催した。昨年より子どもが増え

ているので人手が欲しいという意見があった。７月から４時間勤務の職員を雇

用する予定。２、３年生もがんばってくれており、指導員の手が回っていない

ところは子ども達も率先して協力してくれている。契約が見直しされる５年後

がどうなるか不安という話があった。 

（学）父母から不満が出なければ、６年目以降も同じ事業者が引き続き受託す

ることは可能か。 



（市）契約の公正性の観点からも一定時期に見直しは必要であり、５年後に再

度選考する。引き続き同じ事業者が選考されることになれば継続できる。 

（学）その際、すでに予算が発生することが分かっているのであれば補正では

なく、前年度の当初予算に債務負担や引き継ぎ経費が計上できるのではない

か。 

（市）５年後のことは今後検討して行く。 

（学）指導員の処遇改善をすべきであると考えるがどうか。 

（市）委託が２７年度から始まった。今年度の調査をしていないので分からな

いが、補助金の処遇改善事業の活用も視野に入れて行く。 

 

５ みどり学童及びまえはら学童の運営委託料について 

（学）それぞれの学童で２０数名増加しているが委託料は据え置きとなってい

る。父母会及び指導員からも厳しいとの意見がある。年度中の増額はしていた

だけないか。 

（市）今年度中の増額については、すでに契約を締結しているので難しい。た

だ、検証の中でも話が上がっているので、今後の検討事項として考えている。 

（学）プロポーザル契約であり、かつ、単価契約でないことは理解している。

ただし、学童運営をすべて一般財源で賄っているということであればしょう 

がないかもしれないが、父母は育成料を払っている。子どもが増えている分、

歳入は増えているはずであり、それを委託料に反映させることはできるのでは

ないか。歳入は増えているのになぜ指導員の量、質が増えないのか説明できな

い。 

（学）あかね学童も人数が増えてきている。三者懇談会でも話が出ており、財

政的に厳しいということであるので、お願いベースであるが検討していただき

たい。 

（市）ご意見は十分理解している。今後の検討事項としていることをご理解し

ていただきたい。 

 

６ 学童保育所関連経費等の推移について 

（学）財源に、建替関連の補助金と建替事業債として１．２億円計上している 

が、みなみ学童の建替えが約１．２億円だったと思うが一般財源は使ってない 

のか。 

（市）歳出項目の建替関連で１．３億円支出しているので約１千万円を一般財 

源で賄っている。 

 

７ 障がいのある児童の加配について 

（学）障がい児の加配について、検討委員会で議論となっているか。 

（市）障がいのある児童の加配については、今後の課題と整理している。 



（学）委託問題が落ち着いた段階で、この件についての調査を考えているが良

い方法はあるか。障がい児に何が必要なのか等をやりたいと思っている。 

（市）今までは、障がいのある児童の定員は２人であったが、入所希望者は年々

増加し、実態として障がいのある児童の定員を超えて入所していた。この時の

職員配置は、障がいのある児童全てに職員を加配していた。 

平成２７年度よりこれを見直し、障がいのある児童の定員を撤廃することと

し、特別支援学校・特別支援学級に通う児童に対する職員加配はそのまま残し、

通常の学級に通っている児童に対する職員加配はなくすこととした。 

（学）７月１４日に指導員懇談会があるので、そこで障がい児の加配について

どういった問題があるか意見交換をしたいと思っている。 

 

８ 学保連主催の運動会について 

（学）先々月から運動会についての要望書を提出していたが回答はどうか。 

（市）要望書は市長に渡している。例年の固定的な行事が組み込まれており、

１１月３日に上水公園を使用することは困難である。 

（学）他の日程なら可能か。 

（市）今年は１月下旬に調整会議があり、野球連盟等の団体が日程を押さえ 

る。空いている日程があれば情報提供することは可能である。 

（学）その会議に学保連が参加することは可能なのか。 

（市）各団体から申請がきて、その後の調整会議という位置づけのため、参加 

することは難しい。 

（学）市長と会う機会があったが、小金井公園という選択肢が出た。小金井公

園は可能か。 

（市）指定管理を行っており、東京都公園協会と協議となるのではないか。 

（学）中学校の校庭は可能か。 

（市）校長等との協議となると思う。 

 

９ 学童の大規模化について 

（市）現在、学童保育所入所児童が増加しており、放課後子ども教室の拡充も

お願いしているところである。市の学童保育所もある程度建替えが終わり、今

後増築することも難しい状況である。現在は全入を維持しているが、今後どう

いった方策が考えられるのか。全入の維持というのは方針としてあるが、学童

保育所利用者はどういった考えをお持ちなのか、忌憚のないご意見を伺いた

い。 

（学）持ち帰って代表者会議や父母会でも意見を集めていきたい。 

 

１０ 次回日程 

（市）７月２５日か２６日を予定。 
  


